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1 はじめに 

熊本大学エコ・エネ研究会は「バーチャルなスマートグリッドを構成する」「熊本大学黒髪南キャンパスで

需要電力の平準化、ピークカット」「発電量、電力消費量の情報共有化を図る」を方針とするプロジェクトで

ある。このエコ・エネ研究会へ行った支援について報告する。 

2 支援内容 

エコ・エネ研究会は、複数のサービス・機器類から構成されるが、その内、下図に示すものについて管理・

運用を行った。 

対象は PC、組み込みマイコン（ATMEGA 328P 、Raspberry Pi）、計測機器から成り、対応ハードウェアが

複数種に渡っている。 

 

また、一般的な管理・運用業務以外に平成 29年度は、電力見える化システムのシステム破損による再構築、

機器が設置されているネットワークの障害による電力需要量データの送信異常への対応を行った。 

3 まとめ 

対応ハードウェアが複数種に渡り、また今年度は原因特定に苦労する障害が発生したが、次年度以降も安

定稼働に努めたい。 

 

高圧受電所パルス検出器 電力見える化システム 

・2 号館ロビー 

・Forico 

・100 周年記念館 

・理学部 1,2 号館 

利用者 
発電量、日射量、 

気温データの収集 

 

南地区電力需要量の 

収集 

 

南キャンパス・デマンド

状況グラフ表示 WEB 

 

エコ・エネ研 

サーバ 

 

太陽光発電データ 

計測システム 

 

電力見える化 

システム用 

WEB 生成 

 

・2 号館ソーラーアーチ 

・実験研究棟 ・共用棟黒髪３ ・Forico 

エコ・エネ研ホームページ 

 

91




